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	建築士事務所名
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	耐震診断者氏名



	審査機関の名称




派遣依頼者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様


　　下記住宅の耐震診断の結果は、以下の通りです。

　　なお、この耐震診断結果は調査時点での診断結果ですので、その後の経年劣化等に対しては、十分な維持管理をお願いします。

１　建物概要

	①建物名称
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅

	②所在地
	福島県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	③竣工年次
	西暦　　　　　　　　年　　　和暦　□昭和、□大正、□明治　　　　　　年

	④建物仕様
	屋根仕様　　　　　　　　　　　　　　　壁仕様

［□軽い建物　　　　□重い建物　　　　□非常に重い建物］

	⑤地域係数　Ｚ
	［□１．０　　　　□０．９　　　　□０．８　　　　□０．７］

	⑥軟弱地盤割増
	［□１．５　　　　　　　　　□１．０］

	⑦形状割増係数
	１階短辺長さ　　　　　　ｍ［□１．１３(4m未満)　　　□１．０(4m以上)］

	⑧積雪深さ
	　　　　　　ｍ　　　積雪割増：　　　　　　Z（雪下ろし低減：□有　　□無）

	⑨基礎形式
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎　　　［□Ⅰ　　　□Ⅱ　　　□Ⅲ］

	⑩床仕様
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［□Ⅰ　　　□Ⅱ　　　□Ⅲ］

	⑪主な柱の径
	通柱　　　　　mm　　管柱　　　　　mm　［□140mm未満　□140mm以上］


２　耐震診断の方針

	診断方法
	□方法１（壁が主な耐震要素）　　　□方法２（太い柱の伝統的構法）

	耐震診断に使用したコンピュータソフト
	□日本建築防災協会ソフト

□上記以外　メーカー名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ソフト　(バージョン)名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　認定状況、認定機関：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３　総合評価

	耐震診断結果の総合評価

	地盤・基礎
	地盤に関する

注意事項
	　


	
	基礎に関する

注意事項
	

	上部構造
	判　　定
	

	
	３階の評点
	Ｘ方向
	
	判定は、評点の最小値で行います。

構造評点　　　　 ：判定（大地震での倒壊の可能性）
1.5以上   　　　　：倒壊しない

1.0～1.5未満　　　：一応倒壊しない

0.7～1.0未満　　　：倒壊する可能性がある

0.7未満 　　　　  ：倒壊する可能性が高い

	
	
	Ｙ方向
	
	

	
	２階の評点
	Ｘ方向
	
	

	
	
	Ｙ方向
	
	

	
	1階の評点
	Ｘ方向
	
	

	
	
	Ｙ方向
	
	

	敷地その他
	擁壁に関する注意事項
	

	
	ブロック塀その他の注意事項
	

	評価の解説

	

	

	

	

	

	

	

	

	


※　地盤・基礎、敷地その他についての注意事項とは、大地震時に地盤や基礎の破壊などによって住宅そのものを倒壊させる恐れのある事項と擁壁やブロック塀の破壊などによる道路や他の住宅に被害を及ぼす恐れのある事項のことです。ただし、他人所有の崖地や地滑りなどの広域的な地盤変化など、住宅所有者の一存では改修の困難な事項については考慮しておりませんので、このような危険がある場合には、この報告書とは別に注意して下さい。
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